
ASF2017学術講演会企画  

石澤良昭元学長特別講演会 

―ヨゼフ・ピタウ先生とソフィア・ミッションー 

●日時：平成２９年５月２８日（日）午後1時～２時半 

●場所：６号館（ソフィアタワー）３階３０７号教室 

●講師：上智大学アジア人材養成研究センター所長 

    石澤良昭先生（1961年外仏卒） 

上智大学は、「カンボジア人による、カンボジアのための、アンコール・ワット遺跡保存修復」を国際
協力の哲学として掲げ、1996年カンボジア王国・シェムリアップ市に「上智大学アジア人材養成研究
センター」を開設し、昨年からはアンコール・ワット西参道第二期保存修復工事に着手しています。 

本講演では、ソフィア・ミッションの原点である1979年ヨゼフ・ピタウ学長（当時）が新宿駅頭に立った
「インドシナ難民に愛の手を」募金活動から今日に至るまでの上智大学のアンコール遺跡群に関す
る調査活動と研究成果の数々を紹介し、これからの上智大学の国際協力のあり方についても講演
いただきます。 

また、本年12月7日～9日にシェムリアップ市にて開催予定であるアジア・ソフィア会カンボジア大会
の概要についてもご案内を予定しております。 

現在、６号館１階の展示コーナーにてアンコール
遺跡群や石像、レリーフ等に係る特別展示を 
開催中です。この機会に是非ご覧ください。 

●石澤良昭先生プロフィール●  

1937年北海道帯広市生まれ。 
1961年上智大学外国語学部フランス語学科卒業。 
パリ大学高等学術研究院にて古クメール語碑刻文字を研究。 
1982年上智大学外国語学部教授。2002年上智大学アジア人材
養成研究センター所長を兼務。2005年から2011年まで 第13代
上智大学学長。2007年文化庁文化審議会会長。 
専門は東南アジア史･文化遺産学研究。文学博士。 
主な著書に、「アンコール･王たちの物語」（NHK出版）、「東南ア
ジア多文明世界の発見」（講談社）、「新･古代カンボジア史」 
（風響社）など多数。 

主催：上智大学ソフィア会  
ＡＳＦ2017実行委員会 学術講演会担当 
江波戸 隆明（1984年法法卒）   
高橋 喜代子（1985年文教卒） 
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